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2020 年 3 月期第２四半期業績予想および通期業績予想の修正 
ならびに配当予想の修正に関するお知らせ 

 

 最近の業績動向等を踏まえ、2019 年５月 15 日に公表いたしました 2020 年３月期第２四半期累計期

間および通期業績予想ならびに配当予想を下記のとおり修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 
 
１．連結業績予想数値の修正 
（１）2020 年３月期第２四半期(累計)連結業績予想の修正（2019 年４月１日～2019 年９月 30 日） 

 

（２）2020 年３月期通期連結業績予想の修正（2019 年４月１日～2020 年３月 31 日） 

  連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

１株当たり連結 

当期純利益 

前回発表予想（A) 
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

128,000 9,000 9,000 6,500 160.65 

今回修正予想（B） 135,000 11,300 10,900 7,100 175.48 

増減額（Ｂ－Ａ） 7,000 2,300 1,900 600 - 

増減率（ ％ ） 5.5% 25.6% 21.1% 9.2% - 

(参考）前期実績 

（2019 年３月期） 
116,984 6,472 6,405 4,046 100.02 

 
連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

四半期純利益 

１株当たり連結 

四半期純利益 

前回発表予想（A) 
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

60,000 3,400 3,400 2,800 69.20 

今回修正予想（B） 64,900 5,100 4,900 3,100 76.62 

増減額（Ｂ－Ａ） 4,900 1,700 1,500 300 - 

増減率（ ％ ） 8.2% 50.0% 44.1% 10.7% - 

(参考）前期実績 

（2019 年３月期 

第２四半期） 

51,742 2,030 2,030 1,181 29.20 



２．個別業績予想数値の修正 

（１）2020 年３月期第２四半期(累計)個別業績予想の修正（2019 年４月１日～2019 年９月 30 日） 

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想（A) 
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

34,400 2,900 3,200 2,200 54.37 

今回修正予想（B） 37,200 3,700 4,100 2,700 66.73 

増減額（Ｂ－Ａ） 2,800 800 900 500 - 

増減率（ ％ ） 8.1% 27.6% 28.1% 22.7% - 

 
（２）2020 年３月期通期個別業績予想の修正（2019 年４月１日～2020 年３月 31 日） 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（A) 
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

73,000 7,300 7,300 5,000 123.58 

今回修正予想（B） 77,500 8,600 8,700 5,900 145.82 

増減額（Ｂ－Ａ） 4,500 1,300 1,400 900 - 

増減率（ ％ ） 6.2% 17.8% 19.2% 18.0% - 

(参考）前期実績 

（2019 年３月期） 
71,395 5,563 5,570 3,580 88.50 

 

３．業績予想修正の理由 

当第２四半期累計期間の連結業績につきましては、売上高は配電盤関連製造事業や情報通信関連

流通事業の売上が堅調に推移した結果、期初公表予想値を上回る見込みとなりました。各利益項目

につきましても、配電盤関連製造事業に属する日東工業株式会社単体の増収等の理由により、期初

予想を上回る見込みとなりました。 

個別業績につきましても、高圧受電設備や分電盤等の売上が堅調に推移した結果、売上高・各利

益ともに期初予想を上回る見込みとなりました。 

連結・個別の通期業績予想につきましても、第３四半期以降も第２四半期累計期間に引き続き好

調の維持が見込まれることから、売上高・各利益ともに期初予想を上回る見込みであります。 

これらを踏まえ、連結・個別ともに売上高・各利益予想を上記のとおり修正するものであります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４．配当予想の修正 

基準日 
年間配当金(円) 

 第２四半期末 期末 合計 

前回予想 
円 

25 

円 

25 

円 

50 

今回修正予想 25 28 53 

前期実績 

（2019 年３月期） 
20 20 40 

 

５．配当予想修正の理由 

  当社は、株主の皆様に対する利益還元を経営の最重要政策の一つとして位置づけ、安定的な配当

を維持することを基本に、連結配当性向 30％を目標に連結純資産配当率等を勘案して、成果の配分

を実施することとしております。 

  上記配当方針に基づき、このたびの業績予想の修正を踏まえ総合的に勘案した結果、配当予想を

上記のとおり修正するものであります。 

 

（注）本資料に掲載されている業績予想等は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき

作成したものであり、実際の業績等は様々な要因により異なる可能性があります。 

 

以  上 


